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Prominent Books and Articles in the 20th Century

J. D. Foley and A. van Dam：
Fundamentals of Interactive Computer Graphics

Addison-Wesley（1982）

　筆者は CGや HCIの講義をするとき，必ず，これ
らの分野の研究開発の歴史を学生に紹介することにし
ている．1960年代初めのインタラクティブ CGシステ
ム Sketchpad（I. Sutherland, MIT）の創出，1960年代
後半の入力装置マウス（D. C. Engelbart, SRI）の発明，
1970年代初めのウィンドウに基づくワークステーショ
ン Alto や Star（Sparc, Xerox）の出現，1980年代半ばの
Macintosh や IBM PCの発売，1990年代中頃からのWeb

の発展などが講義の内容である．　
　1970年代後半，ヨーロッパとカナダで文字と画像によ
る通信（ビデオテックス）の開発プロジェクトが開始さ
れている．筆者は 1976～ 77年，カナダのビデオテック
ス（Telidon）プロジェクトで CGの処理アルゴリズム開
発を担当した．
　ソフトウェアとしては，1977年，SIGGRAPHがグラフ
ィックパッケージCOREを提案した．また， 1982， 1983年，
ACM，Euro Graphics， IFIPがユーザインタフェース管理
システムアーキテクチャ Seeheim Modelを提案している．
　このような歴史の背景で本書が 1982年に発行され
た．本書以前の優れた著書としては，Xeroxのワークス
テーション Alto開発を背景とするNewman & Sproull

の“Principles of Interactive Computer Graphics”
（McGraw-Hill, 1973, 1979）がある．
　本書の序文の一部を示すことにする： 

　インタラクティブコンピュータグラフィクスはその時
代が到来している分野である．つい最近まで，高価なデ
ィスプレイ装置，コンピュータリソース，特定のソフト
ウェアを必要とする専門家のための分野であった．しか
し，ここ数年でハードウェアのコストパフォーマンスが
劇的に高まったこと，また，装置に依存しない高水準の
グラフィクスパッケージの開発によりグラフィクスのプ
ログラミングが合理的で容易になったことからこの分野
は恩恵を受けている．ついに，インタラクティブグラフ
ィクスは，絵表現によるコミュニケーションを提供を実
現し，マンマシンインタラクションの主要な推進役を果
たそうとしている（1982，序文）．
　その後の歴史は，本書（初版）が述べている技術の枠

組みの発展と予測がほぼ正しいことを示している．画像
メモリのラスタグラフィクス，グラフィカルユーザイン
タフェースを備える PCの開発と普及は当時の予想以上
の状況である．1980年代初め，実験的であったフォト
リアリスティック効果やアニメーション（視覚的リアリ
ズム：第 14章）は容易に PCで実現できるようになり，
1990年頃にはラスタディスプレイ上で陰影付け，照明，
テキスチャー，霧や煙表現をしたオブジェクトをほぼリ
アルタイムで移動できるようになった．
　グラフィクスソフトウェア標準もまた，1982年から
著しく発展している．当時の ACM SIGGRAPH提案の
CORE79（本書では SRGPパッケージ），ラスタグラフィ
クスに適するその後継の ISO PHIGS（第 2版 SPHIGS）
パッケージでデータ階層構造での格納と編集が可能と
なっている．さらに，デファクトスタンダードでは，
OpenGLが広く普及している． この分野の急速な変化に
よって，本書の第 2版は，書名が “Computer Graphics, 

Principles and Practice”， by J. D. Foley, A. van Dam, S. 

K. Feiner, J. F. Hughesとして 1996年に発刊されている．
第 2版は初版 623ページのほぼ倍の 1,175ページになっ
ている．初版との違いは，PHIGSベースの記述，3Dイ
ンタラクティブ装置の説明，各種モデリングの説明の追
加，照明モデルやラジオシティなどのレンダリング，ラ
スタグラフィクスのアーキテクチャとアルゴリズム，ア
ニメーションの追加である．
　Foleyと van Damは， CGの優れた研究者に贈られる
ACM SIGGRAPHの Steven A. Coons Awardを受賞している．
  　　　　　　　　（平成 17年 3月 13日受付）
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